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届出番号 14B1X10022A00012

 

機械器具 25 医療用鏡 一般医療機器 内視鏡用送水タンク JMDN コード：36500042 

 

送水タンク WT-3JW 
 

  
【形状・構造及び原理等】 

* ＜形状＞ 

  
  

1. 仕様 

項   目 諸   元 

寸法（W×H×D） 83×168×316mm 

容量 2L 

＜構造・構成ユニット＞ 

** 1. 体に接触する部分の組成 

タンク：ポリプロピレン 

キャップ：ポリメチルペンテン 

＜作動・動作原理＞ 

本製品は、当社指定の内視鏡用送水装置に接続して、体腔内に

送液するための貯水タンクである。 

【使用目的又は効果】 

本製品は、当社指定の内視鏡用送水装置と組み合わせて、体腔

内に送液するために貯水することを目的とする。 

【使用方法等】 

＜使用方法＞ 

1. 用途に応じたレベルの消毒または滅菌を行った本製品を用意

する。 

2. 本製品の指定水位まで滅菌水を注ぐ。 

3. 本製品を当社指定の内視鏡用送水装置のタンクトレイに取り

付ける。 

4. キャップを閉め、ポンプチューブをキャップの挿入口に挿入

する。 

5. 使用後は内視鏡用送水装置から取り外し、決められた方法で

洗浄、消毒または滅菌を行う 

** ＜組み合わせて使用する医療機器＞ 

本製品は以下の医療機器と組み合わせて使用する。 

販売名 届出・認証・承認番号 

送水装置 JW-2 220AABZX00187000 

内視鏡用送水送液システム 30200BZX00303000 

鉗子口用送水チューブ JT-3RC 14B1X10022A0D010 

副送水口用送水チューブ JT-3RW 14B1X10022A0D011 

鉗子口用ディスポーザブル送水

チューブ JT-3DC 
14B1X10022A0D013 

副送水口用ディスポーザブル送水

チューブ JT-3DW 
14B1X10022A0D014 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

1. 準備と点検 

(1) 本製品が故障するなど不測の事態に備えて、使用前に本製

品の予備を用意すること。内視鏡手技を継続できない場合

がある。 

(2) 本製品のキャップは閉めた状態で使用すること。そうし

ないと、異物が混入し、感染の原因となるおそれがある。 

(3) 本製品の水は、滅菌水を使用し、毎日入れ替えること。そ

うしないと、感染の原因となるおそれがある。 

(4) 本製品に滅菌水を入れる際は、装置に水が掛からないよう

に装置から離して行うこと。感電事故をおこすおそれがあ

る。 

(5) カートの移動の際は本製品内の水を空にした状態で行うこ

と。 

(6) 本製品をタンクトレイに確実にセットすること。機器に滅

菌水がかかり、感電のおそれがある。 

2. 洗浄・消毒・滅菌 

(1) 本製品は、あらかじめ滅菌が行われていない。初めて使用

するときは、用途に応じたレベルの消毒または滅菌を行う

こと。 

(2) 使用後には、洗浄、消毒または滅菌を行うこと。不十分な

洗浄は、感染の原因になる。 

(3) 洗浄・消毒・滅菌は、当社指定の内視鏡用送水装置の取扱

説明書の指定の条件で行うこと。 

3. 手入れ方法 

(1) 症例が終わるごとにただちに、洗浄、消毒または滅菌を当

社指定の内視鏡用送水装置の取扱説明書の手順に従って十

分に行うこと。感染のおそれがある。 

(2) 消毒を行うときは、十分に換気すること。浸漬槽のふたを

閉めて浸漬すること。消毒液の蒸気は、人体に悪影響を与

えるおそれがある。 

(3) 薬液浸漬後は、残留している薬液を滅菌水で洗い流すこと。

消毒液が患者の体内に流れ込むおそれがある。 

4. 保管 

(1) 本製品は、乾燥してから清潔な場所に保管すること。感染

のおそれがある。 



 

 

  

FQ80A-6  897N203209E 

2410-5.0 

 

２/２ 

【使用上の注意】 

＜不具合・有害事象＞ 

* [その他の有害事象] 

本製品の使用に伴い、以下のような有害事象が起こる可能性が

ある。 

感染、感電、損傷、化学的損傷、検査中断 

【保管方法及び有効期間等】 

* ＜保管方法＞ 

薬液消毒または滅菌した本製品を保管する。本製品は、清潔な

場所で保管すること。 

＜使用期間＞ 

使用期間は適切な保守点検を行った場合、使用開始から 1 年間

または製造から 3年間のいずれか早い方とする。 

「自己認証（当社データ）による」 

【保守・点検に係る事項】 

1. 使用者による保守点検の詳細は、当社指定の内視鏡用送水装

置の取扱説明書を参照すること。 

＜使用者による保守点検事項＞ 

点検項目 頻度 

本製品の外観に著しい変形がないことを確認 毎症例 

長期間使用していると機器の傷みが進み、使用薬剤や経時変化

によっても劣化する。 

リプロセスおよびオートクレーブ滅菌の回数を重ねることによ

り、部品の劣化または機能が低下する場合がある。 

本製品は、弊社指定の条件で 144 回までのオートクレーブ滅菌

耐性を弊社にて確認しているが、使用回数にかかわらず、異常

などが見つかった場合は、交換すること。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

富士フイルム株式会社 

TEL：0120-771669 

販売業者 

富士フイルムメディカル株式会社 

TEL：0570-02-7007（ナビダイヤル） 

  


